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はじめに 
 
 最近、医療画像のデジタル化とネットワーク化

が急速に普及し当科でも装置更新の際、シネレス

の撮影装置と動画ネットワークを導入した。稼動

から１年以上経過しましたが、今回は当科のシス

テムの紹介と心臓カテーテル検査の現状について

報告する。 
 
装置選定 
 
 装置選定の際、当科としてはまずシネレスとバ

イプレーンシステムが必須と考えました。一番問

題になると思われたシネレスに関してはメーカー

にお願いし、デジタル画像のデモを行ったところ、

小児科以外はそれほど抵抗なく受け入れられまし

た。ただ小児科からはデジタルでもバイプレーン

で秒 60 フレーム以上の撮影が必要という要望が

ありました。 
 また、複数の診療科より透視や撮影、各種解析、

CD-R の書き込み等の操作が平行して可能である

ことが望ましいという意見がありました。その他

に、緊急心カテを考えるとメーカーとしてウォー

ムアップを推奨している装置は望ましくないとい

う意見がありました。 
 被爆低減対策に関しては、パルス透視や軟線カ

ットフィルター、グリットスイッチ、各種防護具、

線量表示等について検討しました。 
 動画ネットワークに関して、当科では心カテを

除く全モダリティーで医療画像のデジタル化とネ

ットワーク化を進めており、更にパックス マネ

ージメント システムが稼動しています。そこで、

心カテの動画ネットワークをどう取り込むべきか

装置選定時から検討しました。検討の結果シーメ

ンスの BICOR plus と ACOM.net が導入され、

2000 年１月より稼動しています。 
 
検査件数 
 

 図１は過去 10 年間の検査件数です。装置選定

は 1999 年に行われた為、1998 年以前のデータを

参考にしました。しかし、1999 年より検査件数が

増加し、サーバーの容量等で誤算が生じてしまい

ました。増加の原因ははっきりしません。 
 2000 年１月の稼動日より１年間の撮影があっ

た検査件数は 680 件で撮影数は 14,396 シーン、

画像容量は約 132GB 使用しました。平均すると

１件あたり約 22 シーン、1,645 フレームになりま

す。 
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図 1 検査件数 

 
動画ネットワーク 
 
 図２は動画ネットワーク ACOM.Net の構成で

す。装置本体と ACOM.マザーが３階心カテ室に

あり、サーバーが１階サーバー室にあります、あ

と画像観察装置の ACOM.PC が５台あり、うち１

台はオフラインで場所を固定せずCD-R で運用し

ています。残り４台はサーバーとオンラインで動

画観察及び解析ができ、そのうち心カテ室の

ACOM.PCはサーバーを介さず装置本体から静止

画像を直接取り込み解析が可能です。 
 次に画像の流れを簡単に説明します。まず、

BICOR plus で収集された画像は、ACOM.マザー

に転送され、次にサーバーに転送されます。サー

バーへの転送が終了後、各 ACOM.PC で動画観察

が可能となります。 
 転送速度はハイコーと ACOM.マザー間がおよ

そ秒７f、ACOM.マザーとサーバー間が秒 35ｆで、

ハイコー及び ACOM．マザーのメモリからディス
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クに書き込むのは秒 80ｆとなっています。仮にバ

イプレーン、秒 30 フレームで LVG を 10 秒間撮

影したとすると各 ACOM.PC で動画観察及び解

析できるまで約２分かかります。 
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図 2 ACOM.netの構成 

 
 
画像保管装置 
 
 サーバーの容量は50GBで当科の検査現況だと

約 250 人分のデータが保存できます。長期保存装

置は 24 スロットの 4.5GB、MOD のジュークボ

ックスを使用していて容量はトータルで 115GB
になりますが、MOD 交換のために若干余裕が必

要になるので実際は約 100GB、500 人分程度にな

ります。（図３） 
 画像保管装置の容量は大きければ大きい程よい

のですが、予算やスペースを考えるとどこかで線

引きが必要になると思われます。当科の場合、過

去のデータより１年間の検査数を 400 人とし、

PTCAにステントが使われるようになってからは、

術後６ケ月でフォローアップすることなどから、

サーバーで半年、MOD のジュークボックスで１

年、それ以前のデータは MOD の交換で対応する

こととし若干の余裕をもって導入しました、しか

し導入後、今まで横ばいだった検査件数が急増し、

容量不足になってしまいました。 
 
画像ネットワーク 
 
 当科では心カテを除く、すべてのモダリティー 
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で画像ネットワークを組み、それに加えパックス

マネージメントシステム（以下ＰＭＳ）が稼動し

ていますが、現在心カテだけが独立したネットワ

ークになっています。 
 ＰＭＳとは、ある患者の画像データをリクエス 
トすると、全サーバーを検索し VIEWER に取り

込むことができ、また、ＲＩＳ端末に検査予約が

入力されると、設定した条件にもとづいて各

VIEWER に必要な画像を検査前までに自動的に

送る機能もあります。例えば、Angio の予定が明

日あるとすれば、今日の夜の内にＭＲＩや CT、
過去の Angio の画像を指定した VIEWER に自動

的に送っておくことが出来ます。 
 心カテの画像については、動画ではなく解析結

果等の静止画を導入後１年以内に取り込む約束で

したが今だ実現していません。 
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利 点 
 
 シネレスの利点として、まずシネフィルムの準

備や入れ換えといった暗室作業、現像、調液、液

管理がなくなったことが一番大きいと言えます。 
また、長期の休日や夜間に緊急心カテがあった場

合、１件ごとにマガジンの交換や現像が必要でし

たが、現在は心カテのスタッフ以外の日夜勤者で

もＲＩＳから患者データを装置に転送するだけで

数件の検査に対応可能です。その他には、シネや

薬品の保管場所と暗室、自現機のスペースが不要

なったこと、デジタルとシネ同時撮影よりは被曝

低減になっていることが利点としてあげられます。 
 動画ネットワークの利点として、サーバーで画

像を集中管理するため各動画観察端末からの検索

呼び出しが容易であることがあげられます。また、

CD-R を持ち歩かずにすむため紛失や破損などの

トラブルもありません。ドクターサイドでは特に

カンファレンスや患者への説明などで有用性が大

きいとの評価でした。 
 
問題点 
 
 動画ネットワークの問題点として、サーバーの

管理が必要となり人為的なミスやトラブルで画像

を消してしまう可能性があること、電話回線でサ

ーバーのメンテナンスできるということは、外部

からの侵入を完全には否定できないことがあげら

れます。 
 CD-R の問題点として転院などで他の施設で観

察した場合など画質がメーカーでかなり異なるこ

とがあげられます。これは原画像の画質の違いや

互換性の問題でありメーカー間で完全に互換があ

るとは言えません。また、シネレスが始まった当

初、CD-R の価格は今後、数百円程度になるので、

コスト的な問題はないと歌われて、現在確かに民

生用は百円以下ですが、メディカルグレードは 10
倍以上も高価で、保険請求もできないのが現状で

す。 
 デジタルの問題点としてバイプレーン秒 60 フ

レームなどの高レート撮影する場合、シネフィル

ムでは連続で撮影できましたが、デジタルではメ

モリからディスクに書き込む間、撮影が出来ませ

ん。仮にバイプレーン秒 60 フレームで 10 秒間撮

影したとすれば、15 秒間撮影できなくなります。 
 最後に単純には比較できませんが、メディアと

して MOD は CD-R より高くつきます。 
 
要 望 
 
 メーカーへの要望ですが、まずハイコーのメモ

リからディスクに書き込む速度が小児用撮影で検

査に支障があることやハイコーから ACOM.マザ

ーへの転送速度が秒間７フレームと遅い為、

ACOM.ＰＣで解析できるまで時間がかかること

などから転送速度の向上が必要と思われます。 
 画像観察装置やCD-R のセキュリティーの面で

は、パスワードさえ知っていれば誰でも観察や解

析が可能でありCD-R も焼き放題で紛失してもわ

からないのが現状です。よって、個人にＩＤを持

たせるなどの対策が必要と考えます。 
 サーバーのバックアップ、具体的にはデジタル

テープの交換を毎日しなければならず、時間的に

も無駄なことと思われ自動化が望まれます。また

最近ではCD-R に直接プリント可能なプリンター

もあることから CD-R に書き込みの際、患者属性

情報やセキュリティーに関する情報を同時にプリ

ントすることは技術的には可能であると考えられ、

トラブル防止やセキュリティー向上になると考え

ます。 
 
まとめ 
 
 稼動してから 1 年以上経過しましたが、画像が

なくなるといった大きなトラブルはなくシネレス

と動画ネットワーク導入のメリットは大きいと言

えます。 
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